
 

 

 かつまた 孝明 です！ 
たかあき 

 昭和５１年４月７日生まれ（３６歳） 

出身   沼津市 

住所   沼津市花園町 

家族   父親（沼津市出身） 

母親（伊豆市出身：修善寺） 

     妻・長男・長女・次男 

経 歴 

〔学歴〕 

しょうえい幼稚園 

沼津市立門池小・門池中 卒業 

静岡県立沼津東高校 卒業 

学習院大学経済学部 卒業 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 卒業 

（経営学修士：ＭＢＡ取得） 

〔職歴〕 

平成１２年４月  スルガ銀行株式会社入社 

         財団法人企業経営研究所 研究員  

（地域経済産業分析） 

         経営企画部 人事担当マネージャー 

平成２２年１２月 スルガ銀行株式会社退職 

平成２３年１月～ 自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 支部長 

いま、自民党が熱い！自民党員を大募集中！！ 

自民党に入党して、党員として自民党そしてかつまた孝明を支えてください！ 

入党資格 

・ わが党の綱領、主義、政策等に賛同される方 

・ 満１８歳以上で日本国籍を有する方 

・ 他の政党の党籍を持たない方 

党 費：一般党員 年額４，０００円、家族党員 年額２，０００円 

申し込み方法 

・ 自民党衆議院静岡県第６選挙区支部までご連絡ください。電話、e メール、直接お越し

いただいても結構です。 

・  

― お知らせ ― 

http://ameblo.jp/t-katsumata 

ブログはじめました！！元気に毎日更新中！ 
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発行所：自由民主党本部 

100-8910 東京都千代田区永田町 1-11-23 

電話：東京 03(3581)6211（代） 

振替口座：東京 00180-1-19518  定価 1部 105 円 

自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 

410-0065 沼津市花園町 11-5 

電話：055(922)5526 FAX：055(922)5527 

ブログ：http://ameblo.jp/t-katsumata 

公式サイト：http://www.t-katsumata.com 

e ﾒｰﾙ：jimin@t-katsumata.com 

自民党 衆議院 静岡県第６選挙区支部支部長 

通 

信 静岡６区【沼津・伊東・熱海・下田・伊豆・伊豆の

国（旧韮山・大仁）・賀茂郡・駿東郡（長泉・清水）】 

かつまた 孝明氏 

の「安全保障」 

 

たかあき 

～離島・海洋警備の強化～ 

 

― 号 外 ― 

ボランティア大募集（６区支部まで連絡下さい） 

まるかつ通信の企画・配布・街頭演説サポート・ポ

スター貼りなどなど、楽しい仲間と共に！ 

安倍新総裁の誕生です！ 

http://ameblo.jp/t-katsumata


日本の安全保障（離島・海洋警備の強化）は大丈夫か！？ 

１）世界第九位の面積をもつニッポン！ 

日本は小さな島国であると今でも信じていますか？確かに

領土だけでは日本は世界第 61 位。ドイツより大きく、フラン

スより小さいと学校で教えられました。しかし日本が 61 位な

のは領土だけのランキング。領土に加え、日本の四方を囲む領

海・排他的経済水域等を含めた面積は、なんと世界第九位。 

離島・海洋警備をテーマに、本号では海防の最前線で活躍す

る海上保安庁の強化案に注目してみます。 

 

２）神奈川県警よりすくない！？海上保安庁の予算 

海上保安庁は「海の警察」。海上自衛隊と混同されがちです

が、海上保安官は警察官とほぼ同じように海の犯罪を取締り、

海の交通安全を守り、そして銃等の武器の使用権限も警察と同

じです。 

ところで海上保安庁の年間予算は約 1700 億円。警察予算は

というと、静岡県警は約 760 億円、神奈川県警は約 1900 億円、

そして東京都の警視庁は約 6200 億円。これからは、海上警察

活動への経費でなく、海保予算は世界トップクラスの広い海洋

を守るための積極投資という姿勢への変化が必要です。 

 

３）後手にまわる海洋警備強化策 

平成 22 年 9 月尖閣諸島中国漁船衝突事故のあと、改正海上

保安庁法案等が今年 8 月末国会にて全会一致で成立。 

・離島陸上での犯罪行為に対する逮捕権 

・領海内を徘徊する外国船舶に対する罰則付きの退去命令権 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要な進展ですが、事件発生から成立するまで約 2 年経過し

ているのは多いに不満が残ります。先般、数十艘の台湾漁船が

巡視船と共に領海に入り、退去命令を公然と無視しました。日

本の海に「法の秩序」を維持するには、海上保安庁の人員・装

備強化、そして更に強力な法権限が必要だと考えます。 

 

４）確固たる離島・海洋警備をめざして！ 

方針１．外国からの侵害への対処の明確化 

海上保安庁の職務に外国からの侵害対処を盛り込みます。そ

して人員・装備強化のほかに、海上自衛隊との連携を深化させ

ます。 

方針２．尖閣諸島をはじめとした離島の維持管理強化 

日本には 6500 島も無人離島があります。海洋権益を守るの

に重要な島、特に外国との領海に近い離島に、海上保安基地、

避難港、灯台などを整備します。 

［接続水域ってなに？］ 

〜「外国船が接続水域に侵入」の意味すること〜 

接続水域は領海に隣接する外側 12 海里（約 22km）の水域です。接続水域は公海ですが、

自国政府は外国船舶を停船させ、入国管理や税関などの検査を行うことができます。いわば、

領海への不法侵入を防ぐバッファーゾーンです。 

 最近「中国船舶が接続水域に侵入」と騒がれています。領海侵犯は明確な国際法違反です

が、接続水域に侵入しても違反にはなりません。しかし、日本政府の検査が許されている接

続水域を中国船舶が悠々と航行する、つまり日本政府の無力さを世界に誇示する政治的アピ

ールなのです。日本は国際法で認められている検査さえも中国・台湾に行えないという足元

を見られています。 


